
●インフルエンザを予防するために 

   ＊帰宅した際は、石けんによる手洗い等を行いましょう。 

   ＊流行時には人混みを避け、混雑した場所に行く時や近い距離で会話をする時などには 

マスクを着用しましょう。 

   ＊十分な睡眠・休養を取り、体調を良好に保つよう心がけましょう。 

   ＊室内ではこまめに換気をしましょう。 

   ＊重症化を防止するため、早めの予防接種を検討しましょう。 

●キーワードは「咳エチケット」 

   ＊咳・くしゃみの症状がある場合は、必ずマスクを着用しましょう。 

   ＊マスクがない場合はハンカチなどで口と鼻を押さえ、他の人から顔をそむけるよう

にしましょう。 

   ＊マスクは説明書を読んで正しく着用しましょう。 

●高熱が出る、呼吸が苦しいなど体調が悪い場合は 

   ＊早めの医療機関の受診を検討しましょう。 

   ＊医療機関を受診する際はマスクを着用しましょう。 

   ＊外出を控え、十分な休養を取りましょう。 

 
     

 

山梨県では 10 月 23 日に昨年より 1 か月早く、インフルエンザが流行期に入ったと 

発表され、11/3~11/9 の週では中・高等学校の学級閉鎖がすでに 5 か所になりました。 

今年の流行が早くて重いと言われる理由は・・・ 

  ①行動制限がなくなり、学校行事やイベントがコロナ禍前の姿を取り戻したことで、

子供を中心に接触機会が大幅に増えた。 

  ②ここ数年、自然感染を経験しなかった世代が存在し、特に小児では免疫が更新され

ていない層が厚い。 

  ➂ウイルス自体の変化。A 型の新たな変異株「Ｋ亜系統」が早期流行を招く可能性か？ 

インフルエンザにかかりやすい 5 つのタイプとは・・・ 

① 血糖が高い 

② 肺炎を経験したことがある 

③ 多忙・睡眠不足 

④ 栄養不足 

⑤ アレルギーがある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医務室だより号外 

身延山大学医務室 

令和 7 年 11 月 21 日発行 
インフルエンザが流行しています！ 

複数が当てはまる人は、発症リスクが

およそ 3.6 倍に上ると言われます。 

インフルエンザの予防対策 

（出典・参照 山梨県感染症ポータルサイト・福島和加子ライターの記事） 

インフルエンザにかかった時は、必ず大学に連絡をください 


